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はじめに
　
人々が使用する漢字には、果たしてどのような違いが見られる
のだろうか。本論では、この疑問を解決すべく、より私的な性質を持ち、また、女性や庶民が書いた仮名書状を対象として分析を行う。当時の漢字の用字をより多く 階層から書状を集めて分析したい。　
書状の年代は、階層や性差が存在し、義務教育制度が施行され
ていなかっ 事を前提として、仮名文字が成立した平安時代から、江戸幕府開幕前の安土・桃山時代までを対象とする。　
各書状の漢字を分析する事によって、各時代の常用漢字表を作
成し、現在のものと比較したい。　
方法としては、現在翻字されている様々な 物の直筆書状から
漢字のみを採録し、総文字数、延べ漢字数、異なり漢字数、そし
て各漢字の出現頻度と難易度を調べた。　
その際、難易度の基準として、教育漢字・常用漢字・人名用漢
字・異字体・旧 体・その他 いう分類を設定した。このような難易度の基準を設定したのは、各時代の常用漢字表を作成した時に、現代のそれと比較を やすいようにという事と、異字体・旧字体の枠を設定する事によって、いつ頃からそれらの使用頻度が減ってきたのかが分か のではないかと考えたからである。　
また、別視点からの基準として、画数を設定した。漢字の意味
や日常での重要度を重視した難易度 く 単に書く事が容易な漢字を多用するという可能性もあると考えられるからである。
１、先行研究
　
山田俊雄氏は、 『講座国語史
 第二巻
 音韻史・文字史』 （中田祝
夫編
 大修館書店
 昭和四十七年九月一日発行）の「第六章
 近代・
漢字用法の史的研究
─
仮名書状を視点として
─
髙
　
橋
　
美
　
咲
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現代の文字」において、柄井川柳編の川柳集『誹風柳多留』の初篇・二篇を素材として、漢字を抜き出し、当用漢字との比較を行っている。その中で山田氏は 初篇初出の漢字と二篇 初出の漢字の字種が「現代 いはゆる当用漢字の表内に殆んど収まるものであつて、その外に遠く出ないことが指摘で る」としている。続けて、 「人為的 政策的に行はれた「当用漢字 を標準にして自然的に放逸に行はれたと推測される 前代の情勢を測ることが、さし当り極めて便宜な方法である と述べ いる。　
本論において、難易度の基準を常用漢字に置いている。それは、
『柳多留』よりも以前の直筆書状群が、現在の常用漢字の範囲内にどの程度収まるのかも把握していきた と考えたからである。
一、各時代の漢字使用の実態
　
調査した書状の分析結果を、各時代数通ずつを抽出して示す。
総文字数は、より正確さを期すため、句読点その他記号を省いたものとする。その際、踊り字は文字と カウントするが、二文字分の踊り字＝〳〵は、一文字と数える。また、常用漢字の分類は、二〇一〇年に改訂された後のもの 基準 する。
１、平安時代
藤原為房妻仮名書状
　
全四三通中一通
　
・書き手
　
藤原為房妻
源頼光の長男・源頼国の娘で、歌人・物語作者として名を残す六条斎院宣旨の妹か。
　
・宛先
　　
青蓮房：詳細不明
　
・年代
　　
不明
　
・総文字数
　　　
445文字
　
・延べ漢字数
　　
33文字
　
・異なり漢字数
　
18文字
　
・使用漢字・回数
思
9　
事
5　
申
4　
一
1　
中
1　
人
1　
又
1　
地
1
夜
1　
大
1　
夫
1　
宮
1　
宰
1　
将
1　
御
1　
心
1
東
1　
相
1
　
・分類
教育漢字
一年生
　
一
　
人
　
大
　
中（
4文字）
二年生
　
心
　
地
　
夜
　
東
　
思（
5文字）
三年生
　
申
　
事
　
相
　
宮（
4文字）
四年生
　
夫（
1文字）
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六年生
　
将（
1文字）
常用漢字
又
　
宰
　
御（
3文字）
　
・画数別分類
　　
一画
　　
一（
1文字）
　　
二画
　　
人
　
又（
2文字）
　　
三画
　　
大（
1文字）
　　
四画
　　
中
　
心
　
夫（
3文字）
　　
五画
　　
申（
1文字）
　　
六画
　　
地（
1文字）
　　
八画
　　
夜
　
東
　
事（
3文字）
　　
九画
　　
思
　
相（
2文字）
　　
十画
　　
宮
　
将
　
宰（
3文字）
　　
十二画
　
御（
1文字）
藤原為房男（動蔵）書状
　
全六通中一通
　
・書き手
　
藤原為房男（動蔵）
　　
藤原為房の子。詳細不明。後の良恵か。
　
・宛先
　　
青蓮房：詳細不明。
　
・年代
　　
応徳二年（一〇八五年）十一月十日前後
　
・備考
　　
小児の手による書状。
　
・総文字数
　　　
71文字
　
・延べ漢字数
　　
18文字
　
・異なり漢字数
　
16文字
　
・使用漢字・回数
　　
侍
3　
一
1　
了
1　
也
1　
已
1　
日
1　
君
1　
沐
1
　　
事
1　
後
1　
昨
1　
浴
1　
動
1　
御
1　
越
1　
蔵
1
　
・分類
　　
教育漢字
一年生
　
一
　
日（
2文字）
二年生
　
後（
1文字）
三年生
　
君
　
事
　
動（
3文字）
四年生
　
昨
　
浴（
2文字）
六年生
　
蔵（
1文字）
　　　
常用漢字
了
　
侍
　
御
　
越（
4文字）
　　　
人名用漢字
也
　
已（
2文字）
　　　
その他
沐（
1文字）
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・画数別分類
　　
一画
　　
一（
1文字）
　　
二画
　　
了（
1文字）
　　
三画
　　
也
　
已（
2文字）
　　
四画
　　
日（
1文字）
　　
七画
　　
君
　
沐（
2文字）
　　
八画
　　
事
　
侍（
2文字）
　　
九画
　　
後
　
昨（
2文字）
　　
十画
　　
浴（
1文字）
　　
十一画
　
動（
1文字）
　　
十二画
　
御
　
越（
2文字）
　　
十五画
　
蔵（
1文字）
２、鎌倉時代
恵信尼書簡
　
第一通
　
建長八年七月九日付
　
全十通中一通
　
・書き手
　
恵信尼
　　
越後の豪族・三善為教の娘かといわれる。親鸞の妻。
　
・宛先
　　
覚信尼
　　
親鸞と恵信尼 娘。日野広綱に嫁いだ後、彼の死後、小野
　　
宮禅念に嫁いだ。
　
・年代
　
建長八年（一二五六年）七月九日
　
・総文字数
　　　
241文字
　
・延べ漢字数
　　
57文字
　
・異なり漢字数
　
22文字
　
・使用漢字・回数
　　
候
11　
人
7　
又
5　
申
5　
也
4　
十
4　
六
3　
七
2
　　
下
2　
九
2　
一
1　
上
1　
事
1　
二
1　
八
1　
合
1
　　
四
1　
子
1　
已
1　
日
1　
月
1　
給
1
　
・分類
　　
教育漢字
一年生
　
一
　
七
　
九
　
二
　
人
　
八
　
十
　
上
　
下
　
子
　　　　
六
　
日
　
月
　
四（
14文字）
二年生
　
合（
1文字）
三年生
　
申
　
事（
2文字）
四年生
　
候
　
給（
2文字）
　　　
常用漢字
又（
1文字）
　　　
人名用漢字
也
　
已（
2文字）
　
・画数別分類
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一画
　　
一（
1文字）
　　
二画
　　
七
　
九
　
二
　
人
　
八
　
十
　
又（
7文字）
　　
三画
　　
上
　
下
　
子
　
也
　
已（
5文字）
　　
四画
　　
六
　
日
　
月（
3文字）
　　
五画
　　
四
　
申（
2文字）
　　
六画
　　
合（
1文字）
　　
八画
　　
事（
1文字）
　　
十画
　　
候（
1文字）
　　
十二画
　
給（
1文字）
阿弖河庄上村百姓等言上状
　
全一通中一通
　
・書き手
　
阿弖河庄の百姓
　
・宛先
　　
円満院門跡：阿弖河庄の本家。京都にある。
　
・年代
　　
建治元年（一二七五年）十月二十八日
　
・総文字数
　　　　
1,436文字
　
・延べ漢字数
　　　
209文字
　
・異なり漢字数
　　
28文字
　
・使用漢字・回数
　　
候
67　
百
24　
姓
20　
一
18　
十
10　
日
10　
人
8　
三
5
　　
上
5　
廿
5　
月
5　
郎
5　
五
4　
文
4　
二
3　
八
3
　　　
四
2　
下
1　
卅
1　
升
1　
已
1　
斗
1　
方
1　
村
1
　　
河
1　
言
1　
貫
1　
阿
1
　
・分類
　　
教育漢字
一年生
　
一
　
二
　
人
　
八
　
十
　
三
　
上
　
下
　
五
　
文
　　　　
日
　
月
　
四
　
百
　
村（
15文字）
二年生
　
方
　
言（
2文字）
四年生
　
候（
1文字）
五年生
　
河（
1文字）
　　　
常用漢字
升
　
斗
　
姓
　
郎
　
貫（
5文字）
　　　
人名用漢字
已
　
廿
　
阿（
3文字）
　　　
その他　
卅（
1文字）
　
・画数別分類
　　
一画
　　
一（
1文字）
　　
二画
　　
二
　
人
　
八
　
十（
4文字）
　　
三画
　　
三
　
上
　
下
　
已（
4文字）
　　
四画
　　
五
　
文
　
日
　
月
　
方
　
升
　
斗
　
廿
　
卅（
9文字）
−20−
　　　
五画
　　
四（
1文字）
　　
六画
　　
百（
1文字）
　　
七画
　　
村
　
言（
2文字）
　　
八画
　　
河
　
姓
　
阿（
3文字）
　　
九画
　　
郎（
1文字）
　　
十画
　　
候（
1文字）
　　
十一画
　
貫（
1文字）
３、室町時代
東寺百合文書
　
約四万通中一通
　
・書き手
　
宮田家高、福本盛吉、金子衡氏
　　
新見庄の三職。上から、公文、惣追捕使、田所。在地の地
　　
侍的な実力者であった。
　
・宛先
　　
山吹中殿：詳細不明
　
・年代
　　
文明元年（一四六九年）九月二十三日
　
・総文字数
　　　
429文字
　
・延べ漢字数
　　
260文字
　
・異なり漢字数
　
109文字
　
・使用漢字・回数
　　
候
35　
御
19　
申
11　
間
8　
不
6　
年
6　
上
5　
貢
5
　　　
一
4　
仕
4　
又
4　
日
4　
汰
4　
沙
4　
被
4　
三
3
　　
人
3　
入
3　
処
3　
寺
3　
月
3　
等
3　
下
2　
中
2
　　
之
2　
事
2　
今
2　
付
2　
代
2　
八
2　
共
2　
大
2
　　
奉
2　
姓
2　
官
2　
定
2　
少
2　
度
2　
廿
2　
引
2
　　
我
2　
方
2　
時
2　
書
2　
此
2　
殿
2　
物
2　
百
2
　　
納
2　
見
2　
郎
2　
世
1　
九
1　
五
1　
京
1　
仰
1
　　
使
1　
僧
1　
出
1　
十
1　
去
1　
可
1　
吉
1　
同
1
　　
吹
1　
国
1　
土
1　
地
1　
夏
1　
外
1　
如
1　
委
1
　　
家
1　
屋
1　
山
1　
幡
1　
庄
1　
座
1　
当
1　
形
1
　　
恐
1　
惣
1　
惶
1　
所
1　
承
1　
抑
1　
新
1　
村
1
　　
東
1　
様
1　
残
1　
氏
1　
由
1　
町
1　
畏
1　
盛
1
　　
細
1　
罷
1　
衡
1　
言
1　
謹
1　
路
1　
通
1　
都
1
　　
里
1　
領
1　
頭
1　
高
1　
麦
1
　
・分類
　　
教育漢字
一年生
　
一
　
九
　
人
　
入
　
八
　
十
　
三
　
上
　
下
　
土
　　　　
大
　
山
　
中
　
五
　
日
　
月
　
出
　
年
　
百
　
村
　　
町
　
見（
22文字）
二年生
　
今
　
少
　
引
　
方
　
外
　
同
　
地
　
寺
　
当
　
形
　　　　
言
　
里
　
麦
　
京
　
国
　
東
　
夏
　
家
　
時
　
書
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通
　
高
　
細
　
間
　
新
　
頭（
26文字）
三年生
　
世
　
仕
　
代
　
去
　
由
　
申
　
事
　
使
　
委
　
定
　　　　
所
　
物
　
屋
　
度
　
都
　
等
　
路
　
様（
18文字）
四年生
　
不
　
氏
　
付
　
共
　
官
　
候
　
残（
7文字）
五年生
　
可
　
承
　
領（
3文字）
六年生
　
処
　
我
　
座
　
納
　
盛（
5文字）
　　　
常用漢字
又
　
仰
　
吉
　
如
　
吹
　
抑
　
汰
　
沙
　
奉
　
姓
　
畏
　
郎
恐
　
被
　
貢
　
御
　
僧
　
殿
　
罷
　
衡
　
謹（
21文字）
　　　
人名用漢字
之
　
廿
　
庄
　
此
　
惣
　
幡（
6文字）
　　　
その他
惶（
1文字）
　
・画数別分類
　　
一画
　　
一（
1文字）
　　
二画
　　
九
　
人
　
入
　
八
　
十
　
又（
6文字）
　　
三画
　　
三
　
上
　
下
　
土
　
大
　
山
　
之（
7文字）
　　
四画
　　
中
　
五
　
日
　
月
　
今
　
少
　
引
　
方
　
不
　
氏
　
廿
 
（
11文字）
　　　
五画
　　
出
　
外
　
世
　
仕
　
代
　
去
　
由
　
申
　
付
　
可
　
処
 
（
11文字）
　　　
六画
　　
年
　
百
　
同
　
地
　
寺
　
当
　
共
　
仰
　
吉
　
如
　
庄
　　 　　
此（
12文字）
　　
七画
　　
村
　
町
　
見
　
形
　
言
　
里
　
麦
　
我
　
吹
　
抑
　
汰
　　
沙（
12文字）
　　
八画
　　
京
　
国
　
東
　
事
　
使
　
委
　
定
　
所
　
物
　
官
　
承
　　
奉
　
姓（
13文字）
　　
九画
　　
屋
　
度
　
畏
　
郎（
4文字）
　　
十画
　　
夏
　
家
　
時
　
書
　
通
　
高
　
候
　
残
　
座
　
納
　
恐
　　
被
　
貢（
13文字）
　　
十一画
　
細
　
都
　
盛（
3文字）
　　
十二画
　
間
　
等
　
御
　
惣
　
惶（
5文字）
　　
十三画
　
新
　
路
　
僧
　
殿（
4文字）
　　
十四画
　
様
　
領（
2文字）
　　
十五画
　
罷
　
幡（
2文字）
　　
十六画
　
頭
　
衡（
2文字）
　　
十七画
　
謹（
1文字）
上杉謙信書状
　
全二通中一通
　
・書き手
　
上杉謙信
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越後守護代長尾為景の子。林泉寺の天室光育の教えを受けて成長した。関東管領。能筆家で和歌を好む繊細な文化人でもあった。
　
・宛先
　　
喜平次
　　
上杉景勝。叔父にあたる上杉謙信の養子になる。秀吉の五
　　
大老の一人となった。
　
・年代
　　
永禄五年（一五六二年）二月十三日
　
・総文字数
　　　
82文字
　
・延べ漢字数
　　
42文字
　
・異なり漢字数
　
35文字
　
・使用漢字・回数
　　
候
5　
入
3　
手
2　
三
1　
二
1　
信
1　
元
1　
十
1
　　
可
1　
喜
1　
巻
1　
帰
1　
平
1　
府
1　
弥
1　
心
1
　　
念
1　
数
1　
日
1　
旱
1　
月
1　
本
1　
次
1　
殿
1
　　
為
1　
爰
1　
申
1　
祈
1　
細
1　
虎
1　
言
1　
謹
1
　　
返
1　
隙
1　
音
1
　
・分類
　　
教育漢字
一年生
　
二
　
入
　
十
　
三
　
手
　
日
　
月
　
本
　
音
 
（
9文字）
二年生
　
元
　
心
　
言
　
帰
　
細
　
数（
6文字）
三年生
　
平
　
申
　
次
　
返（
4文字）
四年生
　
府
　
念
　
信
　
候
　
喜（
5文字）
五年生
　
可（
1文字）
六年生
　
巻（
1文字）
　　　
常用漢字
 
弥
　
祈
　
虎
　
為
　
殿
　
隙
　
謹（
7文字）
　　　
その他
 
旱
　
爰（
2文字）
　
・画数別分類
　　
二画
　　
二
　
入
　
十（
3文字）
　　
三画
　　
三（
1文字）
　　
四画
　　
手
　
日
　
月
　
元
　
心（
5文字）
　　
五画
　　
本
　
平
　
申
　
可（
4文字）
　　
六画
　　
次（
1文字）
　　
七画
　　
言
　
返
　
旱（
3文字）
　　
八画
　　
府
　
念
　
弥
　
祈
　
虎（
5文字）
　　
九画
　　
音
　
信
　
巻
　
為
　
爰（
5文字）
　　
十画
　　
帰
　
候（
2文字）
　　
十一画
　
細（
1文字）
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十二画
　
喜（
1文字）
　　
十三画
　
数
　
殿
　
隙（
3文字）
　　
十七画
　
謹（
1文字）
４、安土・桃山時代前田利家書状
　
全一通中一通
　
・書き手
　
前田利家
加賀藩主前田家の祖。慶長一年（一五九六）には従二位権大納言になり、五大老の一人として豊臣政権を支えた。民政の才があり、茶の湯や和歌にも じた。
　
・宛先
　　
北之坊
　　
能登国の真言宗大福寺の十二坊の中 坊。
　
・年代
　　
不明
　
・総文字数
　　　
143文字
　
・延べ漢字数
　　
70文字
　
・異なり漢字数
　
42文字
　
・使用漢字・回数
　　
候
11　
入
4　
御
4　
申
4　
十
3　
日
3　
中
2　
其
2
　　
利
2　
又
2　
家
2　
一
1　
三
1　
不
1　
之
1　
事
1
　　
五
1　
仍
1　
代
1　
六
1　
前
1　
四
1　
坊
1　
孫
1
　　　
少
1　
尾
1　
居
1　
山
1　
左
1　
弐
1　
恐
1　
斗
1
　　
方
1　
昨
1　
月
1　
此
1　
疋
1　
落
1　
言
1　
謹
1
　　
進
1　
郎
1
　
・分類
　　
教育漢字
一年生
　
一
　
入
　
十
　
三
　
山
　
日
　
中
　
五
　
六
　
月
　　　　
四
　
左（
12文字）
二年生
　
少
　
方
　
言
　
前
　
家（
5文字）
三年生
　
申
　
代
　
事
　
進
　
落（
5文字）
四年生
　
不
　
利
　
昨
　
孫
　
候（
5文字）
五年生
　
居（
1文字）
　　　
常用漢字
又
　
斗
　
弐
　
坊
　
尾
　
郎
　
恐
　
御
　
謹（
9文字）
　　　
人名用漢字
之
　
疋
　
此
　
其（
4文字）
　　　
その他
仍（
1文字）
　
・画数別分類
　　
一画
　　
一（
1文字）
　　
二画
　　
入
　
十
　
又（
3文字）
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三画
　　
三
　
山
　
之（
3文字）
　　
四画
　　
日
　
中
　
五
　
六
　
月
　
少
　
方
　
不
　
斗
　
仍
 
（
10文字）
　　　
五画
　　
四
　
左
　
申
　
代
　
疋（
5文字）
　　
六画
　　
弐
　
此（
2文字）
　　
七画
　　
言
　
利
　
坊
　
尾（
4文字）
　　
八画
　　
事
　
居
　
其（
3文字）
　　
九画
　　
前
　
昨
　
郎（
3文字）
　　
十画
　　
家
　
孫
　
候
　
恐（
4文字）
　　
十一画
　
進（
1文字）
　　
十二画
　
落
　
御（
2文字）
　　
十七画
　
謹（
1文字）
北政所自筆書状
　
全一通中一通
　
・書き手
　
北政所
杉原定利の娘、豊臣秀吉の正室。夫・秀吉の昇進に従い、天正十六年に従一位に昇進。
　
・宛先
　　
木下ゑもんの大夫（延俊）
　　
北政所の兄。豊後国日出藩の初代藩主。
　
・年代
　　
慶長八年（一六〇三年）十一月以前、数年間？
　
・総文字数
　　　
119文字
　
・延べ漢字数
　　
28文字
　
・異なり漢字数
　
14文字
　
・使用漢字・回数
　　
候
11　
御
5　
入
1　
八
1　
下
1　
大
1　
日
1　
木
1
　　
出
1　
思
1　
申
1　
夫
1　
殿
1　
祢
1
　
・分類
　　
教育漢字
一年生
　
入
　
八
　
下
　
大
　
日
　
木
　
出（
7文字）
二年生
　
思（
1文字）
三年生
　
申（
1文字）
四年生
　
夫
　
候（
2文字）
　　　
常用漢字
御
　
殿（
2文字）
　　　
異字体
祢（
1文字）
　
・画数別分類
　　
二画
　　
入
　
八（
2文字）
　　
三画
　　
下
　
大（
2文字）
　　
四画
　　
日
　
木
　
夫（
3文字）
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五画
　　
出
　
申（
2文字）
　　
九画
　　
思（
1文字）
　　
十画
　　
候
　
祢（
2文字）
　　
十二画
　
御（
1文字）
　　
十三画
　
殿（
1文字）
二、各時代の漢字の傾向と特徴
　
抽出した各仮名書状の使用漢字について、 「文中漢字使用率」
「難易度別漢字使用率」 「画数別漢字使用率」の三項目を設定し、以下分析していく。紙幅の都合で省いた、右に掲載した以外の書状も扱う。
１、平安時代の漢字
　
各書状の文章中における漢字の使用率を見てみると、使用率が20％を下回っている書状は、子供や女性が書き手あるいは宛先で
あるものが多い。初学者の子供や女性は、漢文の世界よりは仮名文の世界に居り、また、書状を出す側の男性も、受け手に配慮を払ったと考えられる。　
例外も存在する。対象書状の中でも
25.35％と三番目に漢字使用率
の高かった藤原為房男（動蔵）の書状は、子供の手による のと
されている。逆に、
5.26％と最も漢字使用率の低かった藤原為房の
書状は、彼自身の子息の僧に宛てたものとされてはいるものの、その子息が幼児であるかどうかは定かではない。
9.55％と四番目に
低い書状も、書き手は後白河法皇であった。　
難易度別分類を見てみると、良恵・動蔵・法然の書状において
異字体・旧字体・その他に属する漢字が使用されている。仏門の法然はともかくとして、書状を書いた当時は幼児であったとされている良恵（動蔵）も常用漢字から外れ 字を使っていると う点は興味深い。実際に使われ いる漢字を見てみると、 「阿闍梨」の「闍」 、 「沐浴」の「沐」というよう 、両方とも仏教用語あった。法然の書状も「娑婆世界」 「娑」 、 「南无阿弥陀佛」の「无」 「佛」など、仏教用語に関連するものが多い。子供や女性であっても、仏教信仰が盛んであった当時にお ては、たとえ少々難解な漢字で ても、それが仏教用語に使われ いる漢字であれば、ある程度読み書きできたものと考えられる。
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○文中漢字使用率
書き手 宛先 使用率
西行ロ 不明 31.75
宗盛 右兵衛督 30.17
動蔵 青蓮房 25.35
西行イ 不明 24.50
西光 不明 23.84
為房イ 子息（僧） 19.30
法然 式子内親王 17.96
建礼門院 不明 16.39
為房男（良恵？） 青蓮房？ 13.64
平清盛 八条院？ 12.70
為房男 同輩の若僧？ 11.93
藤原俊成 八条院？ 11.11
三位局 不明 10.19
後白河 不明 9.55
春日 不明 8.91
為房妻 青蓮房 7.42
為房ロ 子息（僧） 5.26
○難易度別漢字使用率
書き手 宛先 1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 5 年生 6 年生 常用 人名用 異字体 旧字体 その他
後白河 不明 25 0 25 25 0 25 0 0 0 0 0
為房イ 子息（僧） 25 50 0 25 0 0 0 0 0 0 0
為房ロ 子息（僧） 66.67 0 16.67 0 0 0 16.67 0 0 0 0
西行イ 不明 21.88 28.13 9.38 6.25 3.13 6.25 21.88 3.13 0 0 0
西行ロ 不明 15.56 28.89 13.33 8.89 13.33 2.22 13.33 4.44 0 0 0
西光 不明 13.79 20.69 17.24 10.34 6.9 10.34 17.24 3.45 0 0 0
宗盛 右兵衛督 29.17 0 12.5 16.67 4.17 16.67 20.83 0 0 0 0
俊成 八条院？ 28.57 14.29 14.29 14.29 0 0 14.29 14.29 0 0 0
法然 式子内親王 16.79 9.49 14.6 12.41 8.76 5.11 13.14 8.03 2.19 7.3 2.19
平清盛 八条院？ 0 25 37.5 12.5 0 0 25 0 0 0 0
為房男 同輩の若僧？ 50 8.33 8.33 8.33 0 0 25 0 0 0 0
良恵？ 青蓮房？ 0 22.22 11.11 0 11.11 0 11.11 33.33 0 0 11.11
動蔵 青蓮房 12.5 6.25 18.75 12.5 0 6.25 25 12.5 0 0 6.25
為房妻 青蓮房 22.22 27.78 22.22 5.56 0 5.56 16.67 0 0 0 0
建礼門院 不明 33.33 0 16.67 16.67 0 0 16.67 16.67 0 0 0
春日 不明 35.71 14.29 17.86 7.14 7.14 7.14 7.14 3.57 0 0 0
三位局 不明 12.5 12.5 25 25 12.5 0 12.5 0 0 0 0
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○画数別漢字使用率
書き手 宛先 1 ～ 5 画 6 ～ 10 画 11 ～ 15 画 16 ～ 20 画 21 画以上
後白河 ？ 50 50 0 0 0
為房イ 子息（僧） 50 50 0 0 0
為房ロ 子息（僧） 83.33 0 16.67 0 0
西行イ 不明 34.38 53.13 12.5 0 0
西行ロ 不明 28.89 57.78 8.89 4.44 0
西光 不明 27.59 51.72 13.79 6.9 0
宗盛 右兵衛督 33.33 33.33 29.17 4.17 0
俊成 八条院？ 57.14 28.57 14.29 0 0
法然 式子内親王 27.01 40.15 25.55 5.84 1.46
平清盛 八条院？ 25 62.5 12.5 0 0
為房男 同輩の若僧？ 66.67 16.67 16.67 0 0
良恵？ 青蓮房？ 0 77.78 11.11 11.11 0
動蔵 青蓮房 31.25 43.75 25 0 0
為義妻 青蓮房 44.44 50 5.56 0 0
建礼門院 不明 50 33.33 16.67 0 0
春日 不明 46.43 35.71 14.29 3.57 0
三位局 不明 12.5 62.5 25 0 0
２、鎌倉時代の漢字
　
全
33文字という非常に短い書状であった和田茂実を除けば、最
も漢字使用率の高かった日蓮の書状は、宛先が千日尼という女性であるが
39.29％であり、さらに、難易度別や画数別の使用率を見て
も、どの区分からも漢字が使われているのがわかる。宛先である千日尼は、在地の名主で順徳天皇の北面の武士であったという阿仏房日得（遠藤為盛）の妻 あったという。彼女 学識を推測させるようである。京都から佐渡に来島し、また、日蓮 信者となり彼に奉仕し、 蓮の弟子を扶養していたという。修学に非常に熱心であったことが伺える。　
一方、恵信尼から娘の覚信尼に対する書状のほとんどは、文中
漢字使用率が
20％以下という結果である。使用漢字の難易度・画
数を見てみると、どの書状も半数前後は、現代において一年生で習う漢字であり、さらに一～五画程度の非常に簡単な漢字る。これは恵信尼の漢字書記環境によるものなのか、それと 覚信尼への配慮の表れな か。夫の親鸞の王御前宛 書状に注目てみたい。王御前というのは、覚信尼の事であ 。文中漢字使用率は
9.20％と鎌倉時代の書状の中では最低であり、また、難易度別
使用 一年生が
66.67％、画数別使用率は一～五画が
83.33％というよ
うに、恵信尼から覚信尼への書状と変わらない結果となった。親
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鸞から恵信尼への書状が伝存しないため断定はできないが、覚信尼への配慮であると見てよさそうである。　
それでは千日尼と覚信尼、どちらがより一般的な女性の漢字使
用レベルなのだろうか。同じく女性である北条政子の書状と比較してみる。北条政子は、鎌倉幕府初代将軍・源頼朝の妻にして、伊豆の土豪であった北条時政の娘である。階層的にも千日尼や覚信尼と比較するのに丁度よいのではないだろうか。　
各分類を順にみていくと、文中漢字使用率は
16.35％、難易度別漢
字使用率は一年生が
42.86％、画数別漢字使用率は一～五画が
71.43％と
なっており、覚信尼宛の書状と同じパターンなのである。　
覚信尼や北条政子関連の書状と、千日尼が受けた書状の漢字の
使用には、異なる傾向が出た。鎌倉時代の他 女性の書状を発掘し、考察を深めたい。　
男性の書状については、ほぼ予想通りの結果となった 、少し
ばかり意外であった点もある　
上級武士のつぎに僧や下級武士などをはさみ、男性の中でもっ
とも漢字使用率が低いのが阿弖河の百姓たちである。しかしながら、文中使用率は恵信尼書簡と同程度、難易度別使用率や画数別使用率も、恵信尼書簡や北条政子書状と同様の あるも の人名用漢字 使っているあたり、尼や武家の女性程度の識字は
持っていたようである。百姓文書の漢字の使用率が予想以上に高い事は、注目しておきたい○文中漢字使用率
書き手 宛先 使用率 書き手 宛先 使用率
恵信尼ト 覚信尼 18.48 茂実 ？ 45.45
親鸞 眞佛上人 16.76 日蓮 千日尼 39.29
恵信尼ニ 覚信尼 16.76 泰時 北条重時 35.80
政子 ？ 16.35 親鸞 浄信房 35.23
明恵 上覚御坊 15.94 日蓮 池上宗長 34.11
親鸞 ？ 15.86 親鸞 笠間信者 29.82
恵信尼チ 覚信尼 15.42 親鸞 慶信房 27.91
恵信尼リ 覚信尼 14.72 恵信尼ヘ 覚信尼 26.99
百姓 円満院門跡 14.55 親鸞 浄信御房 26.85
恵信尼ロ 覚信尼 13.93 恵信尼イ 覚信尼 23.65
恵信尼ヌ 覚信尼 13.48 親鸞 覺信房 23.31
恵信尼ハ 覚信尼 13.06 地頭 藤内左衛門尉 23.03
直実 ？ 12.64 明恵 ？ 22.25
恵信尼ホ 覚信尼 12.57 親鸞 高由入道 21.93
親鸞 王御前 9.20 親鸞 しのふの御房 21.89
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○難易度別漢字使用率１
書き手 宛先 1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 5 年生 6 年生 常用 人名用 異字体 旧字体 その他
明恵 ？ 28.57 20 17.14 5.71 5.71 2.86 11.43 5.71 0 0 2.86
明恵 上覚御坊 14.29 19.05 9.52 19.05 14.29 9.52 14.29 0 0 0 0
日蓮 宗長 14.23 13.88 12.46 11.03 9.61 8.19 14.95 6.41 0.36 3.91 4.63
親鸞 ？ 44.44 11.11 5.56 0 0 0 16.67 11.11 0 5.56 5.56
親鸞 笠間信者 14.84 9.03 14.19 12.9 6.45 5.81 9.68 7.1 0.65 13.55 5.81
親鸞 覺信房 43.75 6.25 9.38 15.63 0 0 12.5 3.13 0 9.38 0
親鸞 眞佛上人 41.67 0 8.33 16.67 0 0 16.67 0 0 16.67 0
親鸞 慶信房 0 17.39 17.39 8.7 0 0 4.35 26.09 4.35 13.04 8.7
親鸞 高田入道 32.26 9.68 16.13 9.68 0 3.23 12.9 6.45 0 6.45 3.23
親鸞 浄信房 10.84 8.43 13.25 12.05 8.43 4.82 14.46 7.23 1.2 13.25 6.02
親鸞 しのふの御房 18.64 13.56 16.95 8.47 3.39 5.08 10.17 6.78 0 11.86 5.08
親鸞 浄信御房 17.65 8.82 14.71 8.82 2.94 0 11.76 5.88 0 23.53 5.88
泰時 重時 13.56 13.56 15.25 11.86 8.47 7.63 16.1 10.17 0 0 3.39
直実 ？ 48.89 8.89 8.89 6.67 6.67 0 8.89 8.89 0 0 2.22
茂実 ？ 42.86 0 7.14 7.14 7.14 0 14.29 7.14 0 0 0
○難易度別漢字使用率２（続き）
書き手 宛先 1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 5 年生 6 年生 常用 人名用 異字体 旧字体 その他
地頭 藤内左衛門尉 26.67 20 8.33 3.33 8.33 5 18.33 5 0 1.67 3.33
百姓 円満院門跡 53.57 7.14 0 3.57 3.57 0 17.86 10.71 0 0 3.57
日蓮 千日尼 12.87 15.01 13.4 10.72 7.51 6.97 20.38 6.17 0.8 2.41 3.75
親鸞 王御前 66.67 0 0 16.67 0 0 0 16.67 0 0 0
政子 ？ 42.86 14.28 14.28 7.14 7.14 0 7.14 7.14 0 0 0
恵信尼イ 覚信尼 63.64 4.55 9.09 9.09 0 0 4.55 9.09 0 0 0
恵信尼ロ 覚信尼 61.54 7.69 11.54 3.85 0 0 7.69 7.69 0 0 0
恵信尼ハ 覚信尼 50 13.33 6.67 6.67 3.33 0 16.67 3.33 0 0 0
恵信尼ニ 覚信尼 45 15 10 10 0 0 15 5 0 0 0
恵信尼ホ 覚信尼 50 10 10 13.33 3.33 0 6.67 3.33 0 3.33 0
恵信尼ヘ 覚信尼 53.33 6.67 13.33 13.33 0 0 6.67 6.67 0 0 0
恵信尼ト 覚信尼 54.17 12.5 12.5 4.17 0 0 12.5 4.17 0 0 0
恵信尼チ 覚信尼 52.17 13.04 8.7 4.35 0 0 17.39 4.35 0 0 0
恵信尼リ 覚信尼 51.85 11.11 7.41 7.41 0 0 14.81 3.7 0 0 0
恵信尼ヌ 覚信尼 46.43 10.71 10.71 10.71 3.57 0 10.71 7.14 0 0 0
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○画数別漢字使用率１
○画数別漢字使用率２（続き）
書き手 宛先 1 ～ 5 画 6 ～ 10 画 11 ～ 15 画 16 ～ 20 画 21 画以上
明恵 ？ 37.14 48.57 11.43 2.86 0
明恵 上覚御坊 23.81 47.62 23.81 4.76 0
日蓮 宗長 26.33 38.08 28.83 6.41 0.36
親鸞 ？ 55.56 33.33 11.11 0 0
親鸞 笠間信者 23.87 41.29 25.16 8.39 1.29
親鸞 覺信房 46.88 34.38 12.5 6.25 0
親鸞 眞佛上人 50 33.33 16.67 0 0
親鸞 慶信房 17.39 39.13 26.09 17.39 0
親鸞 高田入道 38.71 29.03 19.35 6.45 6.45
親鸞 浄信房 24.1 40.96 22.89 9.64 2.41
親鸞 しのふの御房 33.9 37.29 18.64 5.08 5.08
親鸞 浄信御房 35.29 35.29 17.65 5.88 5.88
泰時 重時 24.58 43.22 27.12 5.08 0
直実 ？ 66.67 24.44 8.89 0 0
茂実 ？ 50 35.71 14.29 0 0
書き手 宛先 1 ～ 5 画 6 ～ 10 画 11 ～ 15 画 1 椅～ 20 画 21 画以上
地頭 藤内左衛門尉 35 41.67 15 8.33 0
百姓 円満院門跡 67.86 28.57 3.57 0 0
日蓮 千日尼 24.4 41.55 28.15 5.63 0.27
親鸞 王御前 83.33 16.67 0 0 0
政子 ？ 71.43 14.29 14.29 0 0
恵信尼イ 覚信尼 81.82 13.64 4.55 0 0
恵信尼ロ 覚信尼 80.77 15.38 3.85 0 0
恵信尼ハ 覚信尼 66.67 23.33 10 0 0
恵信尼ニ 覚信尼 65 20 15 0 0
恵信尼ホ 覚信尼 60 33.33 6.67 0 0
恵信尼ヘ 覚信尼 66.67 20 13.33 0 0
恵信尼ト 覚信尼 66.67 29.17 4.17 0 0
恵信尼チ 覚信尼 69.57 21.74 8.7 0 0
恵信尼リ 覚信尼 66.67 18.52 14.81 0 0
恵信尼ヌ 覚信尼 64.29 21.43 14.29 0 0
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３、室町時代の漢字
　
書状の調査数がそれほど多くないので、他の時代と正確に比較
する事は出来ないのだが、ほとんどの書状の文中漢字使用率が
25％以上という高い数値 見られた。
　
新見庄三職の は使用率 高いという特徴があった。上杉謙
信に蓮如、世阿弥といった面々を抑えて、
60.61％という非常に高い
使用率を誇っている。しかも、前述の和田茂実の書状と異なり、この書状は総文字数が
429文字ある。難易度別使用率や画数別使用
率を見てみても、特に簡単な漢字に偏って るという印象はなく、割とまんべんなく使ってい ようである。荘園の荘官であった筆者の学識を見るようである。　
同じ上杉謙信の書状では、漢字の使用率に大きな差が出た。
「喜平次宛上杉謙信書状」と「上杉謙信願文」の漢字使用の相違は興味深い。難易度別使用率や画数別使用率に大きな差異が見られない事から、単に文章量の違いによるものである可能性は否定できない。し し願文はそもそも、自身が神仏に願を立てる時したためるものであり 喜平次（上杉景勝）に宛てた書状よりもより私的なものであったが故の、 中漢字使用率の差な はないだろうか。実際、同時代の他の書状と比べてみ も、文中漢使用率は二番目に低い。よって、私的なものであればあるほど
漢字の使用率は下がるのかもしれないと推測する。○文中漢字使用率
書き手 宛先 使用率
家高他 東寺 60.61
謙信 喜平次 51.22
蓮如ロ 門徒集会 44.99
蓮如ニ 門徒集会 39.58
世阿弥イ 禅竹 34.21
蓮如ハ 門徒集会 29.61
世阿弥ロ 禅竹 29.06
謙信 看経所 27.00
蓮如イ 門徒集会 18.98
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○難易度別漢字使用率
○画数別漢字使用率
書き手 宛先 1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 5 年生 6 年生 常用 人名用 異字体 旧字体 その他
蓮如 門徒集会 22 12 20 6 4 8 20 4 0 0 4
蓮如 門徒集会 12.63 18.18 17.68 12.63 7.07 5.05 19.19 6.57 0 0 0.50
蓮如 門徒集会 16.67 17.42 20.45 10.61 10.61 6.06 9.85 5.30 0 0 0
蓮如 門徒集会 13.25 18.07 15.66 15.66 8.43 5.42 15.06 5.42 0.60 0 2.41
謙信 喜平次 25.71 17.14 11.43 14.29 2.86 2.86 20 0 0 0 5.71
謙信 看経所 48.15 11.11 11.11 11.11 0 0 14.81 3.70 0 0 0
家高地 東寺 20.18 23.85 16.51 6.42 2.75 4.59 19.27 5.50 0 0 0.92
世阿弥 禅竹 28.79 19.70 18.18 9.09 7.58 1.52 10.61 3.03 1.52 0 0
世阿弥 禅竹 25 12.5 14.06 10.94 4.69 3.13 18.75 4.69 3.13 3.13 0
書き手 宛先 1 ～ 5 画 6 ～ 10 画 11 ～ 15 画 16 ～ 20 画 21 画以上
蓮如 門徒集会 34 44 22 0 0
蓮如 門徒集会 26.90 47.21 5.58 2.03 0.51
蓮如 門徒集会 27.27 46.97 21.21 4.55 0
蓮如 門徒集会 22.29 46.99 24.70 6.02 0
謙信 喜平次 37.14 45.71 14.29 2.86 0
謙信 看経所 51.85 2963 14.81 3.70 0
家高地 東寺 33.03 49.54 14.68 2.75 0
世阿弥 禅竹 43.94 40.91 13.64 1.52 0
世阿弥 禅竹 31.25 51.56 14.06 3.13 0
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４、安土・桃山時代の漢字
　
難易度別の漢字の使用率 表に注目する。 「その他」に分類さ
れている漢字を使っている書き手を見てみると、前田利家・石田三成・真田昌幸という、それぞれが政務や軍略において才覚を発揮した者たちである。他の表と合わせて見てみ も、分析した安土・桃山時代の書状の書き手 中でも、この三人が特によく漢字を使用してい 。例えば、総文字数に対する延べ漢字数の割合を見てみると、他の者は
20％～
35％程度にとどまるのに対し、前田
利家が
48.95％、石田三成が
48.76％、真田昌幸が
47.46％に
64.44％と、いずれ
も
50％近い数値を示し、昌幸の高槻・新木宛の書状に至っては
60％を超える数値を見せており、すべての文字の半分近くは漢字
であることが分かる。更に、画数別分類を見てみても、この場合は豊臣秀吉や淀殿に劣りはするが、それぞ
16画～
20画の漢字を
使用しており、多少画数の多い漢字でも使用していたようである。　
時代は異なるが、平安時代の建礼門院や春日、三位局といっ
た、天皇に嫁ぐような高位の女性たちと、北政所や淀殿という天下人の室となった女性の文中漢字使用率を比べてみると、建礼門院
16.39％、三位局
10.19％、春日
8.91％に対し、北政所
30.11％、淀殿
25.11％と
いうように、北政所や淀殿の方がはるかに高い数値 出 い 。
安土・桃山時代の書状の分析結果が高めであるのは、時代の流れとして、徐々に女性 漢字使用の傾向 見られるためであるかとも考えられる。○文中漢字使用率
書き手 宛先 使用率
昌幸 高槻・新木 64.44
利家 北之坊 48.95
三成 ？ 48.76
昌幸 蓮華院 47.46
清正 日真上人 35.11
ガラシャ そうしゅん 32.43
誠仁 覚恕 30.11
秀吉 豪姫 29.87
秀吉 尊朝 26.85
政宗 ？ 26.26
淀殿 高次 25.11
北政所 延俊 23.53
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○難易度別漢字使用率
○画数別漢字使用率
書き手 宛先 1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 5 年生 6 年生 常用 人名用 異字体 旧字体 その他
誠仁 覚恕 13.64 13.36 4.55 13.36 4.55 9.09 31.82 4.55 0 4.55 0
秀吉 尊朝 30 10 20 10 10 0 5 15 0 0 0
利家 北之坊 28.57 11.9 11.9 11.9 2.38 0 21.43 9.52 0 0 2.38
三成 ？ 20 22.86 8.57 14.29 2.86 2.86 17.14 8.57 0 0 2.86
政宗 ？ 21 0 10.53 10.53 10.53 10.53 36.84 0 0 0 0
清正 日真上人 39.47 7.89 18.42 10.53 0 10.53 7.89 5.26 0 0 0
昌幸 高槻・新木 20 20 18 8 6 2 14 8 0 0 4
昌幸 蓮華院 32.14 3.57 14.29 10.71 3.57 3.57 7.14 21.43 0 0 3.57
秀吉 豪姫 50 7.14 21.43 7.14 0 0 14.29 0 0 0 0
北政所 延俊 50 7.14 7.14 14.29 0 0 14.29 0 7.14 0 0
ガラシャ そうしゅん 25 12.5 18.75 18.75 6.25 0 12.5 6.25 0 0 0
淀殿 高次 28 12 16 8 4 8 20 4 0 0 0
書き手 宛先 1 ～ 5 画 6 ～ 10 画 11 ～ 15 画 16 ～ 20 画 21 画以上
誠仁 覚恕 31.82 27.27 36.36 0 4.55
秀吉 尊朝 60 20 15 5 0
利家 北之坊 52.38 38.1 7.14 2.38 0
三成 ？ 37.14 57.14 2.86 2.86 0
政宗 ？ 36.84 36.84 26.32 0 0
清正 日真上人 47.37 34.21 15.79 2.63 0
昌幸 高槻・新木 32 44 22 2 0
昌幸 蓮華院 46.43 46.43 7.14 0 0
秀吉 豪姫 64.29 28.57 7.14 0 0
北政所 延俊 64.29 21.43 14.29 0 0
淀殿 高次 48 36 12 4 0
ガラシャ そうしゅん 62.5 25 12.5 0 0
−35−
三、各時代の常用漢字
　
ここでは、抽出した漢字をもとに、各時代の常用漢字を調査す
る。今回は各時代において、三通以上の書状で使われている漢字を常用漢字として抽出した。　
その際、書き手と宛先が全く同一の書状は、配慮の仕方等に変
化は現れないだろう 見 、すべて一通として算出した。もし、書き手が同一であっても、宛先が不明であるならば、それは別の書状としてカウントした。　
ただし、女性や子供、庶民が書き手として使っている漢字
たとえ三通以上の書状で使われていなくとも、皆使用漢字であると判断し、常用漢字に含めることとした。　
抽出した漢字は、使用していた書状の数の順に並べる事で、そ
の時代によく使われていた漢字を示すと もに、難易度別分類で掲載することにより、現代の常用漢字にどの程度当てはまるかの調査も行った。
１、平安時代の常用漢字
○結果　
・使用書状数順
　　　
御
10　
日
9　
申
9　
候
8　
一
7　
事
7　
中
6　
又
5
　　
十
4　
時
4　
也
4　
人
3　
大
3　
月
3　
心
3　
行
3
　　
言
3　
二
1　
七
1　
山
1　
地
1　
京
1　
明
1　
東
1
　　
夜
1　
後
1　
君
1　
相
1　
宮
1　
動
1　
昨
1　
浴
1
　　
焼
1　
舎
1　
将
1　
蔵
1　
了
1　
房
1　
宰
1　
梨
1
　　
越
1　
已
1　
廿
1　
俱
1　
沐
1　
闍
1
　
・分類
　　
教育漢字
一年生
　
一
　
十
　
人
　
二
　
七
　
大
　
山
　
日
　
中
　
月
 
（
10文字）
二年生
　
心
　
行
　
地
　
言
　
京
　
明
　
東
　
夜
　
後
　
時
 
（
10文字）
三年生
　
申
　
君
　
事
　
相
　
宮
　
動（
6文字）
四年生
　
昨
　
候
　
浴
　
焼（
4文字）
五年生
　
舎（
1文字）
六年生
　
将
　
蔵（
2文字）
　　　
常用漢字
了
　
又
　
房
　
宰
　
梨
　
越
　
御（
7文字）
　　　
人名用漢字
也
　
已
　
廿
　
倶（
4文字）
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その他
沐
　
闍（
2文字）
○考察　「仏」という字が入らなかったのは予想外であった。法然が旧字である「佛」を書状の中で多く使っていたのだが、法然同様僧である西行や西光の書状では、その内容のためか使われず、常用漢字の基準に当てはまらなかった。一方で、人名用漢字やその他に関して、仏教用語に含 れる「沐」 「闍」が入ったのは当時は仏教信仰が盛んであり、幼いころから仏門に入って修行する事もあったという事を如実に示し るようである　この頃はまだ「候」が使用されてはいなかったようで、使用書
状数順に並べる 、 「御」の方が若干上回 結果となっている。とはいえ、純粋な使用回数だけ 比べるならば、この頃から既に、 「候」が平安時代の全書状中において
202回という圧倒的な
回数を誇って る。
２、鎌倉時代の常用漢字
○結果　
・使用書状数順
　　
候
20　
御
19　
月
18　
事
16　
日
16　
申
15　
十
15　
人
14
　　　
一
13　
給
13　
心
13　
廿
13　
三
12　
上
11　
二
11　
房
11
　　
又
10　
佛
10　
也
9　
信
9　
五
9　
親
9　
中
9　
時
8
　　
思
8　
八
8　
七
8　
文
8　
方
8　
年
8　
返
8　
正
8
　　
定
8　
百
7　
大
7　
殿
7　
道
7　
九
7　
世
7　
生
6
　　
如
6　
念
6　
行
6　
者
6　
六
6　
下
6　
不
6　
阿
6
　　
他
6　
言
6　
四
5　
子
5　
入
5　
等
5　
身
5　
彌
5
　　
本
5　
諸
5　
義
5　
陀
5　
千
5　
仏
5　
師
5　
无
5
　　
鸞
5　
河
5　
凡
5　
法
4　
往
4　
力
4　
地
4　
來
4
　　
土
4　
物
4　
天
4　
自
4　
願
4　
迦
4　
眞
4　
淨
4
　　
取
4　
光
4　
議
4　
聖
4　
同
4　
明
4　
養
4　
可
4
　　
薩
4　
已
4　
菩
4　
謹
4　
恐
4　
之
4　
經
3　
花
3
　　
此
3　
父
3　
蓮
3　
山
3　
云
3　
其
3　
見
3　
母
3
　　
女
3　
前
3　
間
3　
我
3　
郎
3　
目
3　
安
3　
成
3
　　
攝
3　
主
3　
故
3　
善
3　
衆
3　
實
3　
家
3　
所
3
　　
皆
3　
火
3　
実
3　
界
3　
第
3　
妙
3　
勒
3　
門
3
　　
守
3　
真
3　
夫
3　
利
3　
報
3　
宗
3　
尊
3　
蔵
3
　　
樂
3　
小
3　
追
3　
必
3　
位
3　
覚
3　
説
3　
条
3
　　
退
3　
捨
3　
疑
3　
覧
3　
覺
3　
沙
3　
愚
3　
涅
3
　　
槃
3　
聚
3　
林
3　
長
3　
便
3　
最
3　
存
3　
論
3
　　
盡
3　
合
1　
弖
1　
井
1　
先
1　
衛
1　
藤
1　
左
1
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原
1　
依
1　
尉
1　
惶
1
　
・分類
　　
教育漢字
一年生
　
一
　
十
　
人
　
二
　
八
　
七
　
九
　
入
　
力
　
三
　　　　
上
　
大
　
下
　
子
　
千
　
土
　
山
　
女
　
小
　
月
　　
日
　
五
　
中
　
文
　
六
　
天
　
火
　
正
　
生
　
四
　　
本
　
目
　
左
　
年
　
百
　
先
　
花
　
見
　
林
 
（
39文字）
二年生
　
心
　
方
　
父
　
母
　
行
　
地
　
自
　
光
　
同
　
合
　　　　
言
　
明
　
門
　
長
　
思
　
前
　
時
　
家
　
原
　
道
　　
間
　
親（
22文字）
三年生
　
申
　
世
　
他
　
主
　
安
　
守
　
返
　
身
　
事
　
定
者
　
物
　
取
　
所
　
実
　
界
　
追
　
真
　
第
　
等
 
（
20文字）
四年生
　
不
　
夫
　
必
　
成
　
利
　
位
　
念
　
法
　
信
　
便
候
　
給
　
覚
　
最
　
説
　
養
　
願
　
議（
18文字）
五年生
　
仏
　
可
　
条
　
河
　
往
　
故
　
退
　
師
　
報
　
義
衛（
11文字）
六年生
　
存
　
我
　
宗
　
捨
　
善
　
衆
　
尊
　
聖
　
疑
　
諸
蔵
　
論
　
覧（
13文字）
　　　
常用漢字
又
　
凡
　
井
　
如
　
妙
　
沙
　
房
　
依
　
郎
　
皆
　
恐
　
尉
御
　
殿
　
愚
　
謹
　
藤（
17文字）
　　　
人名用漢字
也
　
已
　
之
　
廿
　
云
　
此
　
阿
　
陀
　
其
　
迦
　
菩
　
蓮
 
（
12文字）
　　　
異字体
薩（
1文字）
　　　
旧字体
佛
　
來
　
眞
　
淨
　
經
　
實
　
盡
　
樂
　
彌
　
覺
　
攝
 
（
11文字）
　　　
その他
弖
　
无
　
涅
　
勒
　
惶
　
槃
　
聚
　
鸞（
8文字）
○考察　
鎌倉時代は書状の量も前の時代より多かったという事もあり、
最初に設定した常用漢字の範囲内に含まれる漢字も非常に多い。人名用漢字はもちろん、異 体や旧字体、またどこにも分類されない「その他」の漢字も多く入ってきた。この頃はまだ漢字の字体が統一されていなかった為、異字体や旧字体も多く使われていた。注意してみると、 「覚」と「覺」 、 「実」と「實」のよう 、
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新字と旧字が両方とも入っているものもある。書状によっては、一つの書状で両方使用しているものもあり、その辺りの使い分けは、書状 き手にゆだねられているようである。　
今回は使用書状数順において、 「候」が「御」を抑えて最も多
く使われたという結果になった。 「候」は中古末頃から盛んに用いられるようになったらしく、この結果はそれを如実に表していると考えられる。
３、室町時代の常用漢字
○結果　
・使用書状数順
　　
候
6　
申
6　
日
6　
三
6　
月
6　
十
6　
御
5　
事
5
　　
殿
5　
言
5　
心
4　
一
4　
人
4　
間
4　
二
4　
大
4
　　
又
4　
返
4　
中
4　
仕
4　
入
4　
外
4　
世
4　
謹
4
　　
国
4　
信
3　
年
3　
見
3　
能
3　
此
3　
分
3　
細
3
　　
可
3　
給
3　
身
3　
法
3　
物
3　
阿
3　
後
3　
共
3
　　
也
3　
八
3　
下
3　
元
3　
春
3　
夫
3　
五
3　
音
3
　　
所
3　
恐
3　
承
3　
是
3
　
・分類
　　
教育漢字
一年生
　
一
　
十
　
人
　
二
　
入
　
八
　
三
　
大
　
下
　
日
　　　　
月
　
中
　
五
　
年
　
見
　
音（
16文字）
二年生
　
心
　
分
　
元
　
外
　
言
　
国
　
後
　
春
　
細
　
間
 
（
10文字）
三年生
　
申
　
仕
　
世
　
返
　
身
　
事
　
物
　
所（
8文字）
四年生
　
夫
　
共
　
法
　
信
　
候
　
給（
6文字）
五年生
　
可
　
承
　
能（
3文字）
　　　
常用漢字
又
　
是
　
恐
　
御
　
殿
　
謹（
6文字）
　　　
人名用漢字
也
　
此
　
阿（
3文字）
○考察　
室町時代は調査対象書状が少ないためか、ほぼ現代の常用漢字
の中に納まりきる程度のものであった。おそらく、更に対象書状を増やすことにより、この時代 常用漢字の特徴が見えてくるかもしれない。　
旧字体や異字体が見られなくなってしまったのは、果たして時
代のせいなのか、それとも翻字する際に新字に直されてしまっているからなのか。
−39−
４、安土・桃山時代の常用漢字
○結果　
・使用書状数順
　　
日
12　
候
12　
申
10　
御
10　
事
8　
入
7　
十
6　
月
6
　　
廿
6　
一
5　
五
5　
八
4　
大
4　
四
4　
給
4　
又
4
　　
此
4　
文
3　
木
3　
出
3　
心
3　
今
3　
方
3　
言
3
　　
返
3　
進
3　
不
3　
以
3　
可
3　
如
3　
殿
3　
之
3
　　
仍
3　
思
2　
何
1　
下
1　
夫
1　
祢
1　
久
1　
七
1
　　
千
1　
子
1　
金
1　
外
1　
身
1　
枚
1　
将
1　
秀
1
　　
頼
1
　
・分類
　　
教育漢字
一年生
　
一
　
入
　
十
　
八
　
七
　
大
　
下
　
千
　
子
　
日
　　　　
月
　
五
　
文
　
木
　
四
　
出
　
金（
17文字）
二年生
　
心
　
今
　
方
　
外
　
言
　
何
　
思（
7文字）
三年生
　
申
　
返
　
身
　
事
　
進（
5文字）
四年生
　
不
　
夫
　
以
　
候
　
給（
5文字）
五年生
　
久
　
可（
2文字）
六年生
　
枚
　
将（
2文字）
　　　
常用漢字
秀
　
又
　
如
　
御
　
殿
　
頼（
6文字）
　　　
人名用漢字
之
　
廿
　
此
　
祢（
4文字）
　　　
その他
仍（
1文字）
○考察　
安土・桃山も室町同様、調査書状の数自体が多くないため、ほ
とんどが現在の常用漢字の範囲内に収まっている。今回は書き手が女性の書状があったのでそれを考慮した選出となったが、女性が使った漢字を加えても、平安時代や鎌倉時代ほど漢字の総数が増えなか ことから、女性が使う漢字と男性が使う漢字にさほど差がなくな ているという事が考えられる。この には女性の城主などもいた事、そして、平安時代に比べて女性 漢字使用率が増えている事を考えると、まだまだとはいえ、男 間 書記法の差 次第に埋まってきているようである。
５、まとめ
　
今回、抽出結果を基に各時代の常用漢字表の作成を試みたが、
対象とした書状の数が少なく、当初予想した程の成果を示し得なかった。
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また、常用漢字として選出する際の条件をもう少し考える必要
があるように感じた。対象とした書状の数によって臨機応変に変えていかなければ、かなり偏りのある結果となってしまう。実際、今回は一番最初 行っ 平安時代に合わせて条件を設定したが、そのせいで鎌倉時代では条件にあてはまる漢字 が非常に多くなってしま 、果たしてそれが本当に常用漢字と呼べるのかどうかという疑問が残ってしまった。　
常用漢字の中身については、教育漢字に属する が一番多
い。特に、これは本論を作成するに たっての作業全般を通して見られたことだが、漢数字の一～十はどの書状でも必ず漢字で書かれており、 れは確実に各時代の常用漢字に入 くると思われる。また漢数字といえば 数字の二十につ て、現代 は上記のとおり「二十」と書くのに対し、昔 書状は大抵「廿」という漢字一文字で書かれている。これも漢 とし れてもいいだろう。　
その他のものとして特に気づいたのは、敬語関係の漢字であ
る。 「候」 「給」 「御」 「申」は、大抵どの書状にも出てく 漢字であった 特に「候」は、一つの書状に何十回 出てくるこ よくあり、ほとんどの書状で最も多く使われている漢字だろう。ま
た、敬称にあたる「殿」も多かったように思う。　
漢数字や敬語など、誰でも使うような言葉に関しては、漢字で
書く傾向が強いので ろう。
おわりに
　
本論において、各時代の仮名書状の漢字使用に見られる傾向を
探るべく、平安から安土・桃山時代までの仮名書状を対象として研究を進めてきた。　
まず、各時代毎の分析と考察において、画数別分類を設けたも
のの、画数を一体どこで区切るかという点で、各区分に属する漢字が均等になるように区切ろうとしたが、そうしてしまうと今度は一つの区分 属する画数の幅にばらつき 出てしまい、画数の複雑さが使用漢字 及ぼす影響を知るには不適切なものになってしまうというジレンマを感じた。　
また、常用漢字表を作る際に、常用漢字として抽出する条件
設定が明確でないと、常 表が正確に把握で ない結果となってしまった感が残った。　
本稿の成果は、女性と男性とでは使用漢字に違いが出ること
や、博識さや軍略、政治的才覚などで名の知られた人というのは、同時代の他者と比べると使用漢字の傾向にもその辺りの違い
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がにじみ出ているということなどの知見もあり、非常に意義深い研究であった。　
女性書状は、平安時代では女子供の使用可能な漢字が少なかっ
たことを示した。ま 、現代にお ては常用漢字から外れるような漢字でも、仏教用語に関係する漢字ならば使 する事が伺え、仏教信仰が盛んであっ らしい当時を感じさせる。　
鎌倉時代も平安時代同様、北条政子や恵信尼などの女性が使う
漢字は少なかった。 の時代は対象とした の中で唯一、 百姓という階層の手による書状があり、当時の農民たちが当時の女性たち 同程度の漢字を使う事が見られた。　
室町時代は調査書状が少なかったため、データ不足の感は否め
ないが、上杉謙信の手による二通の に見られるような、私的な書状は漢字使用率が下がる可能性や、新見庄三職 ちの意外な漢字使用レベルの高さなど、こちらも興味深い結果が出　
安土・桃山時代に関しては、男性の中でも前田利家や石田三
成、真田昌幸といった、政務や軍略において才覚を発揮した者の書状における のレベルが、それ以外 男性に比べて高い事がわかった。この時代で興味深かったのは、平安時代の高貴な女性よりも、安土・桃山 に生きた北政所や淀殿の方が、漢字使用の面からみると、勝っているといえる結果になった事であ
る。ここに時代の流れを見たような気がして、非常に意義があると感じた。安土・桃山時代にもなると、漢字使用の浸透が伺えた。　
現段階での調査は、限られた文献での漢字の採録に留まってい
る。にも関わらず、平安以降の仮名文書から見られる の実態はあ 程度の形が把握できたのではないか。今後は文献の数を増やすことが課題である。昨年公表された常用漢字表の歴史版を作成してみたい目的で 作業が今回のデータ作成であった。　
分析に使用した資料と、依拠した文献を一覧する。
参考文献イ、平安時代・藤原為房妻（年次不明）久曽神
 昇編『平安仮名書状集』 （汲古書院
　
一九
九二年十一月）
・藤原為房（年次不明
　
二通）
・藤原為房男（応徳二（一〇八五）年頃？）・藤原為房男（良恵？） 年次不明・藤原為房男（動蔵） 応徳二（一〇八五）年十一月十日前後）・藤原俊成（年次不明）・西行（年次不明
　
二通）
・西光（永暦元（一一六〇）～仁安三（一一六八）年の間？）
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・平清盛（年次不明）・建礼門院（年次不明）・春日某（安元三 一一七七 年六月二十二日）・三位局（年次不明）・後白河法皇 養和元（一一八 ）年九月二十日）久曽神
 昇編『平安仮名
書状の研究』 （風間書房
　
一九七六年五月三十一日）
・法然（年次不明）金子
 彰・東京女子大学日本文学科学生有志編「式子内
親王宛法然書状
　
語彙総索引稿」 （東京女子大学『日本文學
　
第百一號』
123～
151頁
　
二〇〇五年三月一五日）
・平宗盛（仁安二（一一六七）年九月十八日）国立歴史民俗博物館
　
企画
展示「武士とはなにか」文献資料釈文
ロ、鎌倉時代・熊谷直実（年次不明）金子
 彰・東京女子大学日本文学科学生有志編「熊
谷直実直筆誓願状
　
語彙総索引」 （東京女子大学『日本文學
　
第百號』抜
刷二〇〇四年三月一五日）
・北条政子（年次不明）日本歴史学会編『遺墨選集［人と書］ 』 吉川弘文館
　
一九九七年十月一日）
・明恵上人（年次不明
　
二通）京都国立博物
館編『高山寺展図録』 （一九八
一年）
・北条泰時（貞永元 一二三二）年九月十一日）安田
 元久・大野
 達之助・
児玉
 幸多編『史料による日本の歩み
　
中世編』 （吉川弘文館
　
一九五八年
三月二十日）
・親鸞（寛元元（一二四三）年十一月二十一日～？年十月二十一日
　
十通）
宮崎
 圓遵・平松
 令三編『増補
　
親鸞聖人眞蹟集成
　
第四巻』 （法藏館
　
二
〇〇六年三月三十日）
・恵信尼（建長八（一二五六）年七月九日～文永五（一二七八） 三 十
二日
　
十通）金子
 彰・伊藤
 守
　「恵信尼書簡総索引稿（上） 」 （新潟大学研
究紀要
　
第二十七巻一号
　
一九八五年十一月）
・阿弖河庄上村百姓等 治元 七五 十 二十八日）黒田
 弘子
『ミミヲキリハナヲソギ─片仮名書百姓申状論─』 （吉川弘文館
　
一九九五
年三月一日）
・阿弖河庄上村地頭宗親（建治元（一二七五）年？）金子
 彰「高野山金剛
峯寺所蔵
　
阿弖河上村地頭宗親書状総索引稿」 （東京女子大学『日本文學
　
第九十九号』抜刷二〇〇三年三月一五日）
・日蓮（建治三（一二七七）年十一月二十日・弘安三（一二八〇 年七月
二日
　
二通）
・和田茂実（文保二（一三 八）年三月二十七日）国立歴史民俗博物館
　
企画展示「武士とはなにか」文献資料釈文
ハ、室町時代・世阿弥（永享元（一四二九）年五月十四日・享 七（一四三五 年六月
八日
　
二通）
・金子
 彰編「世阿弥自筆
　
金春禅竹宛書状
　
語彙総索引稿」 （新潟県ことば
の会編集・発行『ことばとくらし
　
第二一号』二〇〇九年十月三一日）
・蓮如上人（応仁二（一四六八）年四月二十四日～文明五 四 三
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十月三日
　
四通）千葉
 乗隆・堅田
 修編『蓮如上人御文』 （同朋社
　
一九八
二年 五 ）
・新見庄三職（文明元（一四六九）年九月二十三日）安田
 元久・大野
 達之
助・児玉
 幸多編『史料による日本の歩み
　
中世編』 （吉川弘文館
　
一九五
八年三月二十日）
・上杉謙信（永禄五（一五六二）年二月十三日・元亀元（一五七〇）年十
二月十三日
　
二通）青木
 和夫・佐藤
 進一・高木
 昭作・坂野
 潤治編『文
献資料を読む・古代から近代』 （朝 新聞社
　
二〇〇〇年十月二十日）日
本歴史学会編『遺墨選集［人と書］ 』 （吉川弘文館
　
一九九七年十月一日）
ニ、安土・桃山時代・前田利家（年次不明）・石田三成（年次不明）・加藤清正（□年八月二十五日・淀殿消（年次不明）日本歴史学会編『遺墨選集［人と書］ 』 吉川弘文館
　
一九九七年十月一日）
・真田昌幸（天正十四（一五八六） 八月十八日・天正十五（一五八七）
年十月二十 日
　
二通）上田市立博物館編集『真田氏史料集』 （一九八三
年十月
 第一刷発行）
・豊臣秀吉（年次不明・文禄二（一五九三） 十月一日
　
二通）日本歴史
学会編『遺墨選集［人と書］ 』 （吉川弘文館
　
一九九七年十月一日）青木
 
和夫・佐藤
 進一・高木
 昭作・坂野
 潤治編『文献資料を読む・古代から
近代』
　　
（朝日新聞社
　
二〇〇〇年十月二十日）
・誠仁親王（年次不明）・細川ガラシャ □年□月二十四日）・伊達政宗（年次不明）・北政所（慶長八（一六〇三）年十一月以前、数年間？）青木
 和夫・佐藤
 
進一・高木
 昭作・坂野
 潤治編『文献資料を読む・古代から近代』 （朝日新
聞社
　
二〇〇〇年十月二十日）
 
（たかはし
　
みさき
　
二〇一二年日文卒）

